
▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
７
月
の
新

潟
・
福
島
豪
雨
で
不
通
と
な
っ
て
い

る
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
会
津
川
口
駅
と
只

見
駅
間（
27
・
６
㌔
）に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で「
鉄
路
復
旧
」か「
バ
ス
代
替
輸

送
」
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、
６
月
19
日
に

福
島
県
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
正
式
に「
鉄

路
」で
復
旧
さ
せ
る
基
本
合
意
書
を
締

結
し
、２
０
２
１
年
度
中
に
運
行
を
再

開
さ
せ
る
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。再

開
通
ま
で
の
工
期
は
３
年
の
見
込
み

で
、来
年
２
０
１
８
年
度
早
期
に
工
事

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
只
見
線
は
鉄
路
で
の

復
旧
合
意
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な

く
、長
く
遠
く
険
し
い
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
只
見
線
が「
鉄

路
復
旧
」
で
合
意
す
る
ま
で
の
経
過
や

復
旧
を
願
う
方
々
の
活
動
に
つ
い
て
詳

し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特集
み
ん
な
の
熱
意
で
切
り
開
い
た
只
見
線
の
未
来

Ｊ
Ｒ
只
見
線「
鉄
路
復
旧
」で
正
式
合
意
！



▲豪雨災害前まで会津若松駅から只見駅まで運行していたイベント列車
「ＳＬ会津只見号」

●１９２６（大正１５）年
　会津線　会津若松駅～会津坂下駅間　開業
●１９２８（昭和３）年
　会津線　会津坂下駅～会津柳津駅間　延伸開業
●１９４１（昭和１６）年
　会津線　会津柳津駅～会津宮下駅間　延伸開業
●１９４２（昭和１７）年
　只見線　新潟県小出駅～大白川駅間　開業
●１９５６（昭和３１）年
　会津線　会津宮下駅～会津川口駅間　延伸開業
●１９５７（昭和３２）年
　川口～田子倉間
　田子倉ダム建設資材輸送専用鉄道　開通
●１９５９（昭和３４）年
　田子倉ダム完成
●１９６２（昭和３７）年
　川口～田子倉間
　田子倉ダム建設資材輸送専用鉄道が国鉄に移管
●１９６３（昭和３８）年
　会津線　会津川口駅～只見駅間　延伸開業
●１９７１（昭和４６）年
　会津若松駅～小出駅間（１３５.２km）
　会津線から分離し只見線として全線開業

「只見線の年表」

10
月
に
全
線
開
通
30
周
年
を
記

念
し
て
会
津
若
松
駅
か
ら
只
見

駅
間
を
運
行
し
た
「
Ｓ
Ｌ
＆
Ｄ

Ｌ
会
津
只
見
号
」
で
す
。
こ
の

運
行
を
機
に
只
見
線
は
、
魅
力

的
な
路
線
と
し
て
一
躍
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
只
見

駅
構
内
に
あ
る
転
車
台
が
復
活

を
遂
げ
た
こ
と
で
、
Ｄ
Ｌ
車
の

牽
引
が
不
要
と
な
り
、「
Ｓ
Ｌ
会

津
只
見
号
」
と
し
て
毎
年
春
と

秋
に
定
期
的
に
臨
時
列
車
と
し

て
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｌ
」
を
は
じ
め
、「
風
っ
こ
」

な
ど
の
臨
時
列
車
の
運
行
が
始

ま
る
と
、
と
て
も
魅
力
的
な
路

線
と
し
て
人
気
が
出
始
め
、「
紅

葉
の
き
れ
い
な
ロ
ー
カ
ル
線
全

国
１
位
」、「
雪
景
色
の
き
れ
い

な
ロ
ー
カ
ル
線
第
３
位
」
な
ど

に
選
ば
れ
、
観
光
客
の
利
用
者

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
『
旅
と
鉄
道
』
２
０
１
６

年
５
月
号
の
「
好
き
な
Ｊ
Ｒ
ロ
ー

カ
ル
線
ラ
ン
キ
ン
グ
（
東
日
本

編
）」
で
１
位
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、

中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
微
博
（
ウ
ェ

イ
ボ
ー
）
で
「
世
界
で
最
も
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
鉄
道
」
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
か
ら
も

― 

只
見
線
の
役
割 

―

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
、
福
島
県
会

津
若
松
市
と
新
潟
県
魚
沼
市
を

全
長
１
３
５
・
２
㌔
で
結
び
、
２

市
６
町
（
８
自
治
体
）
を
繋
ぐ

路
線
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
院
や

通
学
な
ど
地
域
住
民
の
足
と
し

て
、
ま
た
観
光
路
線
と
し
て
沿

線
地
域
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
を
走

る
只
見
線
は
、
並
行
し
て
走
る

国
道
２
５
２
号
「
六
十
里
越
雪

わ
り
街
道
」
が
冬
期
間
通
行
止

め
（
只
見
町
と
新
潟
県
魚
沼
市

間
）
と
な
る
た
め
冬
期
間
の
唯

一
の
交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

が
あ
り
、
民
営
化
の
際
の
廃
止

対
象
路
線
か
ら
免
れ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

― 
一
躍
有
名
に
な
っ
た

只
見
線
の
出
来
事 

― 

　

車
社
会
の
到
来
に
よ
る
只
見

線
利
用
者
の
減
少
、
ま
た
鉄
道

に
よ
る
貨
物
輸
送
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
へ
の
転
換
も
重
な
り
、

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
と
し
て
厳
し

い
運
行
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
只
見
線
が
魅
力

あ
る
観
光
路
線
と
し
て
転
機
を

迎
え
る
大
き
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
平
成
13
年

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

― 

只
見
線
の
歴
史 

― 

　

只
見
線
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
只
見
線
は
福
島
県
側
を
走

る
「
会
津
線
」
と
、
新
潟
県
側

を
走
る
「
只
見
線
」
の
２
つ
の

路
線
が
結
ば
れ
、
現
在
の
只
見

線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
記
「
只
見
線
の
年
表
」

の
と
お
り
、「
会
津
線
」
は

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
会

津
若
松
駅
か
ら
会
津
坂
下
駅
間

で
開
業
し
、
そ
の
後
会
津
柳
津

駅
や
会
津
宮
下
駅
ま
で
延
伸

し
、
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

に
会
津
宮
下
駅
か
ら
会
津
川
口

駅
間
が
開
業
し
ま
し
た
。
一
方

で
新
潟
県
側
の
「
只
見
線
」
は

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
小

出
駅
か
ら
大
白
川
駅
ま
で
開
業

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
後
の
急
増
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
応
じ
る
た

め
ダ
ム
建
設
専
用
の
鉄
道
を
敷

く
こ
と
に
な
り
、
川
口
か
ら
只

見
を
経
て
ダ
ム
建
設
現
場
ま
で

は
、
田
子
倉
ダ
ム
建
設
資
材
輸

送
専
用
鉄
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
、

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
か
ら

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
ま
で



▲只見駅で只見線の一番列車を迎え開業を祝う人々

▲当時、全線開通の出発式でテープカットを行う
　田中通産大臣や木村県知事、菅家町長など

▶全線開通を
取り上げた
当時の新聞
記事

▲会津川口駅～只見駅を運行する代行
バス（ラッピングバス）

▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

【只見線不通区間】

白
川
駅
か
ら
只
見
駅
間
が
開
業

し
、「
会
津
線
」
の
会
津
若
松
駅

か
ら
只
見
駅
間
を
同
線
か
ら
分

離
し
、「
只
見
線
」
に
統
合
。「
只

見
線
」
と
し
て
会
津
若
松
駅
か

ら
小
出
駅
ま
で
全
線
開
業
し
ま

し
た
。

― 

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

豪
雨
災
害
で
不
通
に 

―

　

只
見
線
全
線
開
通
40
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
７
月
23
日
、「
只
見
線
全
線
開

通
40
周
年
号
」
を
会
津
若
松
か

ら
只
見
間
で
運
行
し
、
多
く
の

方
々
が
祝
い
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
数
日
後
、
只
見
線
の
お
祝

い
ム
ー
ド
を
一
転
す
る
大
き
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る
災

害
で
す
。
新
潟
・
福
島
豪
雨
は
、

ダ
ム
建
設
資
材
の
輸
送
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
田
子
倉
ダ
ム
の

完
成
に
伴
い
、
１
９
６
２
（
昭

和
37
）
年
に
こ
の
資
材
専
用
鉄

道
が
国
鉄
に
移
管
さ
れ
、
翌
年

の
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に

会
津
川
口
駅
か
ら
只
見
駅
間
で

延
伸
開
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
大

７
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け
て

の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
で
、
新

潟
県
中
越
・
下
越
地
方
や
福
島

県
会
津
地
方
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
只
見
町
の
４
日

間
の
累
積
降
雨
量
は
７
１
１
．

５
ミ
リ
で
、
７
月
の
月
降
水
量

平
均
値
（
２
８
２
．
４
ミ
リ
）

の
約
２
倍
を
記
録
し
ま
し
た
。

町
の
被
害
は
全
壊
30
、
大
規
模

半
壊
25
、
半
壊
１
３
５
、
床
上

浸
水
１
２
７
（
非
住
家
含
）
と
、

多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

只
見
線
も
こ
の
災
害
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
当
初
の

被
災
区
間
は
会
津
坂
下
駅
か
ら

小
出
駅
間
の
広
範
囲
に
及
び
ま

し
た
。
特
に
会
津
川
口
駅
か
ら

只
見
駅
間
は
、
３
橋
梁
の
橋
げ

た
流
失
の
ほ
か
、
橋
梁
冠
水
や

流
木
堆
積
、
護
岸
洗
掘
、
土
砂

流
入
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
復
旧
工

事
が
完
了
し
た
区
間
か
ら
順
次

運
転
を
再
開
し
、
２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
10
月
に
、
只
見
駅
か

ら
大
白
川
駅
間
の
運
転
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
が
、
会
津
川
口
駅

か
ら
只
見
駅
間
は
鉄
路
で
の
復

旧
は
行
わ
れ
ず
、
代
行
バ
ス
に

よ
る
運
行
の
ま
ま
現
在
に
至
っ



▲第８只見川橋梁（只見町）【冠水や流木の堆積】 ▲第７只見川橋梁（金山町）【橋げた流失】

▲第５只見川橋梁（金山町）【橋げた流失】
　（写真提供／会津ヨシ！）

▲第６只見川橋梁（金山町）【橋げた流失】
　（写真提供／会津ヨシ！）

て
い
ま
す
。

― 

全
線
復
旧
に
向
け
た

町
内
の
取
り
組
み 

―

　

只
見
線
は
、
地
域
住
民
の
生

活
路
線
や
観
光
路
線
と
し
て
欠

か
せ
な
い
交
通
機
関
で
あ
り
、

町
内
で
は
、
全
線
復
旧
に
向
け

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
鉄
道
軌
道
整
備
法
の

　

早
期
改
正
の
要
望

　

現
在
の
法
律
で
は
、
鉄
道
会

社
が
赤
字
で
あ
る
場
合
に
限
り

災
害
に
よ
る
復
旧
費
用
の
４
分

の
１
を
国
が
補
助
し
ま
す
。
し

か
し
、
只
見
線
を
運
行
す
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
黒
字
会
社
の
た
め
、

こ
の
法
律
が
該
当
し
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
こ
の
法
律
を
路
線
単

体
で
赤
字
で
あ
る
場
合
に
３
分

の
１
の
補
助
が
出
来
る
よ
う
に

法
改
正
す
る
た
め
「
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
の
災
害
復
旧
等
を
支
援

す
る
議
員
連
盟
」
の
方
々
な
ど

に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
つ
な
が
れ
つ
な
が
れ

只
見
線
応
援
事
業

　

町
で
は
、
町
民
の
只
見
線
の

利
用
機
会
の
向
上
と
、
愛
着
を

図
る
た
め
に
、
只
見
線
を
利
用

す
る
町
内
の
団
体
な
ど
に
最
高

10
万
円
を
補
助
す
る
「
つ
な
が

れ
つ
な
が
れ
只
見
線
応
援
事
業
」

を
行
い
、
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
49

団
体
約
１
，
７
４
７
名
の
方
が

只
見
線
を
利
用
し
ま
し
た
。

③
只
見
線
愛
好
会
と

支
援
す
る
会

　

町
内
の
有
志
に
よ
り
発
足
し

た
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
愛
好
会
」
は
、

「
つ
な
が
れ
つ
な
が
れ
只
見
線
応

援
事
業
」
を
活
用
し
て
旅
行
を

企
画
し
、
只
見
線
を
利
用
し
た

旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
只
見
町
商
工
会
に
事

務
局
を
置
き
、
愛
好
会
メ
ン
バ
ー

や
地
域
住
民
で
組
織
す
る
「
Ｊ

Ｒ
只
見
線
の
復
旧
及
び
復
興
を

支
援
す
る
会
」
は
、
昨
年
の
４

月
に
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
旧
復
興

町
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

只
見
町
民
を
は
じ
め
金
山
町

や
新
潟
県
魚
沼
市
な
ど
沿
線
住

民
約
４
０
０
名
が
集
ま
り
、「
日

本
の
宝
で
あ
る
只
見
線
の
一
日

も
早
い
全
線
復
旧
を
目
指
し
、

全
国
に
広
く
支
援
を
呼
び
か
け

る
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
決

議
文
が
採
択
さ
れ
、
積
極
的
な

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。



▲昨年４月に季の郷湯ら里で行われた「ＪＲ只見線復旧復興町民の集い」
で決議文を読み上げる町民の方々

▲大白川～只見間と会津川口～只見間で行われ
たサイクルトレイン

◀この只見線縁
結びグッズの
デザインに一
筆書きで描か
れた箇所があ
り、その中には
メッセージが
隠されていま
す。触れる機
会がある方は
是非探してみ
てください

▲【ラッピング事業】会津若松～会津川口間運行
の「ユネスコエコパーク列車」（上）と小出～只見
間運行の「縁結び列車」（下）

（今年 7月で運行終了）

▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

④
Ｊ
Ｒ
只
見
線

利
用
促
進
実
行
委
員
会

　

町
や
町
内
団
体
な
ど
で
組
織

す
る
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進

実
行
委
員
会
」
は
、
只
見
線
の

Ｐ
Ｒ
や
利
用
促
進
の
た
め
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

只
見
線
車
両
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン

グ
事
業
で
は
、
只
見
線
を
走
る

車
両
や
代
行
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
実
施
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
平
成
26
年
に
は
、

会
津
若
松
駅
か
ら
会
津
川
口
駅

間
を
走
る
車
両
と
会
津
川
口
駅

か
ら
只
見
駅
間
を
走
る
代
行
バ

ス
に
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ブ

ナ
り
ん
」
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
号
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

か
ら
は
、
小
出
駅
か
ら
只
見
駅

間
を
走
る
車
両
に
、
只
見
町
と

魚
沼
市
と
の
つ
な
が
り
（
縁
）

を
表
し
、
町
の
自
然
や
食
、「
三

石
神
社
」
の
縁
結
び
な
ど
を
一

筆
書
き
で
描
い
た
「
縁
結
び
列

車
」
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
只
見
線
の
新
た
な
利

活
用
を
模
索
す
る
試
み
と
し
て

平
成
27
年
に
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
事
業
を
実
施
し
、
会
津
若
松

駅
か
ら
会
津
川
口
駅
間
を
自
転

車
の
積
込
み
が
可
能
な
臨
時
列

車
を
利
用
し
、
会
津
川
口
駅
か

ら
只
見
駅
、
大
白
川
駅
か
ら
只

見
駅
間
を
自
転
車
で
走
破
す
る

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

只
見
線
啓
発
事
業
で
は
、
シ
ー

ル
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
グ
ッ

ズ
を
製
作
し
、
コ
ー
ス
タ
ー
は

町
内
の
旅
館
な
ど
に
配
り
、
コ
ッ

プ
受
け
と
し
て
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
鉄
道
フ
ァ
ン
で
知

ら
れ
る
俳
優
「
六
角
精
児
」
さ

ん
と
共
同
で
実
施
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
は
、
只
見
線
の
復
興
に

向
け
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
１
弾
は
、
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
７
月
に
、
東
京
の
大

手
町
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
で
、
同
じ

鉄
道
フ
ァ
ン
で
あ
る
お
笑
い
芸

人
「
ダ
ー
リ
ン
ハ
ニ
ー
吉
川
」

さ
ん
と
共
に
「
只
見
線
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
２
弾
と
し
て

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
６
月

に
は
、
六
角
精
児
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
只
見
線
縁
結
び

ラ
イ
ブ
」
を
只
見
駅
前
広
場
で

開
催
し
、
只
見
線
応
援
ソ
ン
グ

の
新
曲
「
只
見
線
の
う
た
」
を



▲六角精児さんや菅家町長、鈴木副知事など沿線地域から多く
の方々が参加した「只見線熱血対談会」

▲【第２弾】只見駅前「只見
線縁結びライブ」

▲【第１弾】東京大手町「トークイ
ベント」

▲【第３弾】（７月１５日）六角精児バンドの皆さんと宏菜さんの熱い演奏が披露された「『只見線のうた』発売記念ライブ」

初
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
こ
の
曲
が
Ｃ
Ｄ
発
売

と
な
り
、
今
年
７
月
14
日
に
は

第
３
弾
と
し
て
、
六
角
精
児
さ

ん
と
の
「
只
見
線
熱
血
対
談
会
」、

翌
日
の
15
日
は
「『
只
見
線
の
う

た
』
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
in
只
見
」

を
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

14
日
の
六
角
精
児
さ
ん
と

の
「
只
見
線
熱
血
対
談
会
」
で

は
、
菅
家
町
長
や
鈴
木
福
島
県

副
知
事
を
は
じ
め
町
内
外
の
只

見
線
を
応
援
す
る
関
係
者
16
名

が
出
席
し
、
只
見
線
へ
の
思
い

や
10
年
後
の
只
見
線
に
つ
い
て

な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
六
角
精
児
さ
ん
は
「
今

回
の
只
見
線
の
復
旧
は
、
全
国

で
新
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
。
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に

は
、
失
敗
し
て
も
ぶ
れ
ず
に
何

度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

重
要
。」
と
話
さ
れ
、
出
席
者
と

共
に
只
見
線
の
魅
力
や
ア
イ
デ

ア
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「『
只
見
線
の
う
た
』

発
売
記
念
ラ
イ
ブ
in
只
見
」
で

は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
名

が
来
場
し
、
東
京
の
下
北
沢
を

中
心
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
す
る
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
宏ひ
ろ

菜な

」
さ
ん
と
、
六
角
精
児
バ
ン

ド
の
皆
さ
ん
に
よ
る
熱
い
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宏
菜
さ

ん
は
、
心
に
響
く
透
き
通
っ
た

歌
声
に
乗
せ
て
、
初
披
露
の
只

見
線
応
援
ソ
ン
グ
「
只
見
線
に

乗
ろ
う
よ
」
な
ど
３
曲
を
歌
い

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
六
角
精
児

バ
ン
ド
は
「
只
見
線
の
う
た
」

の
他
に
多
数
の
曲
を
披
露
し
、

来
場
者
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
の

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
ラ
ス

ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
六
角
精
児

バ
ン
ド
と
宏
菜
さ
ん
と
来
場
者

が
「
只
見
線
の
う
た
」
を
一
緒

に
歌
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線

利
用
促
進
実
行
委
員
会
で
は
、

只
見
線
利
用
の
促
進
に
向
け
、

多
く
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
多
く
の
方
々
に
只
見
線

の
魅
力
を
伝
え
、
そ
し
て
只
見

線
フ
ァ
ン
を
増
や
す
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

⑤
只
見
線
を
応
援
す
る
方
々

　

只
見
線
へ
の
応
援
は
、
町
内

を
は
じ
め
沿
線
町
村
な
ど
で
も



上／６年間列車がこなくなった会津蒲生駅
下／廃線跡のように草に覆われた線路

▲利用者の減少により2013年3月のダイヤ改正
で廃止となった田子倉駅

▲見えなくなるまで手を振り続けている

▲田子倉湖を走る只見線

▶右から六角精児
バンドの「只見線
のうた」ＣＤ、松本
忠さんが描いたラ
ベルが貼られたね
っか焼酎と花泉ワ
ンカップ、只見線
縁結びやキハちゃ
んシール、只見線
コースター

Ｒ
只
見
線
復
興
推
進
会
議
」
を

発
足
し
、
そ
の
中
で
「
只
見
線

復
旧
復
興
基
金
」
を
創
設
し
、

新
潟
県
や
魚
沼
市
な
ど
か
ら
も

支
援
を
得
な
が
ら
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
度
ま
で
で
約
21
億

円
の
積
み
立
て
が
完
了
し
て
い

ま
す
。

②
手
を
振
ろ
う
条
例
の
制
定

　

２
０
１
５（
平
成
27
）年
３
月
、

只
見
線
沿
線
の
６
市
町
村
（
柳

津
町
、
三
島
町
、
昭
和
村
、
金

山
町
、
只
見
町
、
魚
沼
市
）
で

「
只
見
線
に
手
を
振
ろ
う
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

住
民
が
只
見
線
の
乗
客
へ
の
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
を
示
し
、

只
見
線
へ
の
愛
着
を
強
め
、
只

応
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
只
見
線
応
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
開
催

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
働
組
合
の

方
々
と
の
交
流
、
鉄
道
風
景
画

家
「
松
本
忠
」
さ
ん
と
の
共
同

商
品
の
発
売
で
連
携
事
業
を
行

い
、
応
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

― 

復
旧
に
向
け
た
県
と
沿
線

市
町
村
の
連
携
と
経
過 

―

　

県
と
沿
線
自
治
体
は
只
見
線

の
全
線
復
旧
に
向
け
、
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
旧
復
興
基
金

　

２
０
１
３（
平
成
25
）年
11
月
、

福
島
県
と
会
津
地
方
17
市
町
村

な
ど
が
全
線
復
旧
を
目
指
し
「
Ｊ

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
で
は
、
只
見
町
商
工

会
や
青
年
部
、
只
見
町
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
会
、
サ
ト
ノ
ワ
カ

ン
パ
ニ
ー
、
合
同
会
社
ね
っ
か

な
ど
多
く
の
団
体
や
個
人
の

方
々
が
、
利
活
用
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
や
只
見
線

関
連
商
品
の
開
発
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
沿
線
町
村
で
は
奥
会

津
振
興
セ
ン
タ
ー
、
金
山
町
の

観
光
物
産
協
会
や
只
見
線
つ
な

ぎ
隊
、
魚
沼
市
の
だ
ん
だ
ん
ど

〜
も
只
見
線
沿
線
元
気
会
議
や

只
見
線
な
ん
と
か
会
の
方
々
が

只
見
線
全
線
復
旧
に
向
け
日
々

見
線
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
町

内
で
も
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く

り
協
会
を
中
心
に
只
見
線
沿
線

で
毎
日
見
送
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

③
只
見
線
復
興
推
進
会
議

検
討
会
の
発
足

　

只
見
線
沿
線
市
町
村
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
へ
「
鉄
路
復
旧
」
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
不
通
区
間
に
つ
い
て

利
用
客
減
少
な
ど
の
費
用
対
効

果
か
ら
「
バ
ス
転
換
」
の
方
針

を
示
し
、
協
議
は
平
行
線
を
た

ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
年

３
月
よ
り
、
県
主
催
の
「
Ｊ
Ｒ



▲手を振ろう条例を毎日実践する皆さん

厳
し
い
条
件
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、「
バ
ス
転
換
」
を
示
し
て
い

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
、
初
め
て

「
鉄
路
復
旧
」
で
の
条
件
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
県
と
沿
線
市
町

村
は
、
こ
の
条
件
を
前
向
き
に

捉
え
、「
上
下
分
離
方
式
」
で
の

復
旧
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

⑤
只
見
線
復
旧
で
合
意

　

本
年
６
月
19
日
、
県
と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
、
不
通
区
間
の
会
津

川
口
〜
只
見
駅
間
を
鉄
路
で
復

旧
し
「
上
下
分
離
方
式
」
で
運

営
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
中
の
全
線
再
開

通
を
目
指
し
、
来
年
度
早
期
に

工
事
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

⑥
只
見
線
の
復
旧
費
負
担

　

災
害
に
よ
る
不
通
区
間
の
会

津
川
口
〜
只
見
駅
間
の
復
旧
費

に
つ
い
て
は
、
約
81
億
円
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
下
分
離

方
式
が
決
定
し
、
３
分
の
１
に

あ
た
る
27
億
円
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
負
担
分
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
54
億
円
の

う
ち
、
鉄
道
軌
道
整
備
法
の
改

正
が
整
え
ば
、
国
か
ら
３
分
の

１
に
あ
た
る
27
億
円
が
補
助
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の

改
正
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ

只
見
線
復
興
推
進
会
議
検
討
会
」

が
開
か
れ
、
県
と
沿
線
７
市
町

（
会
津
若
松
市
、
会
津
美
里
町
、

会
津
坂
下
町
、
柳
津
町
、
三
島

町
、
金
山
町
、
只
見
町
）
が
参

加
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
国
土
交

通
省
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

加
わ
り
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
の
検

討
会
の
中
で
、
只
見
線
全
線
復

旧
へ
向
け
た
大
き
な
方
向
性
が

２
つ
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、

復
旧
に
係
る
費
用
が
約
81
億
円

に
な
る
こ
と
、
も
う
一
つ
が
「
上

下
分
離
方
式
」
で
の
提
案
が
示

さ
れ
た
こ
と
で
す
。

④
上
下
分
離
方
式
と
は

　

こ
の
「
上
下
分
離
方
式
」
と

は
、
県
が
下
部
に
あ
た
る
鉄
道

施
設
や
土
地
な
ど
を
保
有
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
上
部
に
あ
た
る

列
車
を
運
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
担
う
方
式
の
こ
と
で
す
。

路
線
や
駅
な
ど
の
鉄
道
施
設
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
被
災
区
間
を
復

旧
し
た
後
、
県
へ
無
償
譲
渡
し
、

県
は
鉄
道
施
設
の
維
持
管
理
を

Ｊ
Ｒ
に
委
託
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
提
案
は
、
県
と
沿
線
市

町
村
に
と
っ
て
は
負
担
を
伴
う

ろ
で
す
。
残
り
の
負
担
分
に
つ

い
て
は
、
県
と
会
津
17
市
町
村

に
よ
る
積
立
金
「
只
見
線
復
旧

復
興
基
金
」
の
21
億
円
や
、
寄

付
金
な
ど
を
活
用
し
て
財
源
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

⑦
上
下
分
離
方
式
に
よ
る

沿
線
市
町
村
の
運
営
費
負
担

　
「
上
下
分
離
方
式
」
で
の
運
営

は
、
地
元
の
費
用
負
担
が
か
か

り
ま
す
。
維
持
管
理
に
要
す
る

運
営
費
は
年
間
約
２
億
１
千
万

円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
県
と

会
津
17
市
町
村
は
今
年
３
月
に
、

県
が
７
割
、
市
町
村
が
３
割
を

負
担
す
る
確
認
書
を
締
結
し 

ま

し
た
。

　

只
見
町
の
負
担
額
は
年
間
約

１
千
９
百
万
円
で
、
今
年
３
月

に
基
金
の
積
み
立
て
を
開
始
し
、

将
来
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

― 

只
見
線
の
課
題 

―

　

不
通
区
間
会
津
川
口
駅
〜

只
見
駅
間
は
、
被
災
前
の

２
０
１
０
年
度
で
見
る
と
、
１

日
の
利
用
者
は
平
均
49
名

で
、
列
車
運
行
に
か
か
る
経

費
２
億
８
千
万
に
対
し
、
年

間
運
賃
収
入
が
５
０
０
万
円



　只見線の復旧を知ったとき、地域の方 と々一緒に喜びました。そして復
旧報道の中でＪＲも只見線利活用のために協力する旨の記事を拝見し、
２重の喜びを感じました。県、地元、ＪＲの３者が一体となり利活用を進め
ることは、災害前の只見線にもない大きな武器となります。これからは団
塊世代が車から列車（電車）に切り換わる時代。そこで誘客を図るために
旅行会社向けのエクスカーション（体験型の現地見学会）を実施するな
ど新たな取り組みを進め、県外からの誘客を図りたい。あわせて町内の既
存資源を活用した新たな観光を考えていかなければなりません。例えば、
只見線沿いの景観づくりや撮影スポットの整備、インバウンド（外国人が
日本へ訪れてくる旅行）対策を行い、町全体の体制を整えていきたいで
す。将来的には、鉄道整備軌道法が改正され、全国のローカル線が地元
負担の少ない形で維持できるような環境になってほしいと考えます。

　今回の復旧は、厳しい財政状況の中、県も沿線市町村もＪＲも大変大
きな英断をしたと感じ、身の引き締まる思いです。只見線はローカル鉄道
の生命線として、上下分離方式での運営を成功させなくてはいけない。そ
のために、ＪＲ只見線愛好会としての「乗る運動」の継続はもちろんのこ
と、沿線市町村と連携した組織化を図り、「乗る運動」の広大な連携プレ
ーを行っていきたいです。また、様々な企画が実施できるよう体制整備を
行って欲しいと思います。将来的には、只見線の上下分離方式が成功し、
ローカル線を活用したむらづくりの成功事例として多くの視察を受入れ、
そして上下分離方式が解消され今まで通りＪＲが運行を続け、豊かな只
見町になることを期待しています。

　今回の復旧を受け、うれしい半面プレッシャーも感じています。再開通
するまでの４年間で、只見線に乗ってもらう仕組み作りと、乗らない方々
でも只見線の応援に関われるような「只見線グッズの開発」などを行いな
がら準備を進めていきたいです。また、只見線は走っていない時間が長い
ので、その時間の活用を考えていきたいです。将来的には、只見線が走る
地域に人が住み、幸せに暮らしていけるよう、乗る人も乗らない人にとっ
ても、只見線が風景の一部、日常の一部になっているような地域づくりを
目指したいです。個人的には商品開発や事業の企画、イベント列車を走
らせたりするような、ＪＲと福島県の間をつなぐ役割を持った地域の会社
があるといいなと考えています。

只見町長　菅家　三雄

ＪＲ只見線愛好会
会長　目黒　彰一さん

只見町観光まちづくり協会
事務局長　酒井　治子さん

只見線の復旧を知 たとき 地域の方 と々 緒に喜びました そして復

Voice～全線再開通後の只見線に
ついて～

（
２
０
０
９
年
度
）
と
い
う
赤

字
区
間
で
し
た
。
復
旧
後
、
上

下
分
離
方
式
で
の
運
営
に
よ
る

多
額
の
費
用
を
負
担
す
る
県
や

沿
線
自
治
体
に
と
っ
て
、
利
用

客
を
増
や
し
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
地
域
の
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

― 

今
後
の
取
り
組
み 

―

　

２
０
２
１
年
度
よ
り
鉄
道
に

よ
る
運
行
が
再
開
す
る
只
見
線

の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

現
在
様
々
な
検
討
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
加
速

や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
著

し
い
現
代
で
は
、
只
見
線
の
生

活
路
線
と
し
て
の
活
用
だ
け
で

は
運
営
が
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
沿
線
地
域
で
は
、

只
見
線
を
ひ
と
つ
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
捉
え
、
ど
の
よ
う

に
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
観

光
路
線
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

県
と
沿
線
町
村
は
、「
只
見
線
利

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
発
足
し
、
利
活
用
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
み
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
平



復旧に向け、これからが本当のスタート
チャレンジを続けることが重要（六角精児）

特集「みんなの熱意で切り開いた只見線の未来」　－ＥＮＤ－

成
28
年
度
よ
り
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
よ
る
只
見
線
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
財
源
確
保
も
既

に
始
め
て
い
ま
す
。

― 

最
後
に 

―

　

今
回
、
只
見
線
の
復
旧
が
決

ま
り
、
こ
れ
ま
で
活
動
さ
れ
て

き
た
方
々
の
努
力
が
報
わ
れ
た

形
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い

大
き
な
課
題
が
目
の
前
に
あ
り

ま
す
。
只
見
線
利
用
者
を
増
や

し
、
ど
の
よ
う
に
地
域
経
済
に

結
び
付
け
て
い
く
か
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
只
見
線
の
廃

線
は
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
る

と
い
う
危
機
感
か
ら
、
県
や
沿

線
地
域
が
連
携
し
て
、
地
域
の

衰
退
を
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
只
見
線
を
活
用

し
て
全
国
や
世
界
各
国
か
ら
多

く
の
只
見
線
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
六
角

精
児
さ
ん
が
伝
え
た
「
失
敗
し

て
も
ぶ
れ
ず
に
何
度
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
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	広報ただみ_8月号_HP用データ 5
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